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シンポジウム・セッションハイライト
　ハイライト講演：それぞれのシンポジウム・セッションがより盛り上がることを期待して，また，会場で学術大会に不慣れ
な方（学生など）にわかりやすく情報を提供し，おもしろいサイエンスにひとつでも多く接してもらうことを目的に，「おもし
ろそう，注目すべき，ぜひ聞いてほしい」発表を世話人に選んでいただき，わかりやすく紹介いただきました．
　何らかの理由で学会のプレス推薦候補にならなかった優れた研究が埋もれているかもしれません．そのようなものをできる
だけ発掘し，より多くの学術情報を提供したいと考えます．

2023 年 8 月
日本地質学会行事委員会

日本地質学会第 130 年学術大会（2023 京都）

講演番号・
発表日時・会場

発表者
氏名 発表タイトル 紹介文 キーワード

●T1．岩石・鉱物の変形と反応
T1-O-3（招待講演）

9月17日（日）
09:30-10:00
口頭第1会場（4共11：
吉田南4号館）

金木俊也，
野田博之

水理学的モデル計算に
基づく沈み込み帯にお
ける有効垂直応力の深
度分布

本発表は沈み込み帯に特徴的な過程を考慮した水理学的モデ
ルの構築と計算により，浅部スロー地震の発生に関係する可
能性がある，局所的な有効垂直応力変化の要因について議論
している．モデル計算より，スメクタイトの脱水反応に伴う
シリカ析出などで局所的に透水係数が減少すると，有効垂直
応力が局所的に減少することが示されている．この成果はス
ロー地震発生要因の新たな可能性を示すものである．

沈み込み帯，有
効垂直応力，水
理学モデル

T1-O-7（招待講演）

9月17日（日）
11:00-11:30
口頭第1会場（4共11：
吉田南4号館）

赤松祐哉 地震波速度のスケール
アップ：クラックの不
均質性，サイズ，浸透
率の効果

広い時空間スケールの現象を扱う地質学において，小さな試
料で取得した室内実験データを大きな地質学的スケールへい
かに拡張するかは重要である．本発表では室内実験により得
られた弾性波及び比抵抗データや掘削コア試料のCTスキャン
データなどから抽出したクラックの物理パラメーターを発表
者独自の解析により拡張し，海洋地殻内のダメージ分布につ
いて議論している．

海洋地殻，弾性
波速度，浸透率

●T2．変成岩とテクトニクス
T2-O-1

9月18日（月・祝）
10:00-10:15
口頭第1会場（4共11：
吉田南4号館）

中嶋　徹
ほか6名

ジルコン中のメルト・
流体包有物に記録され
た複数の造山運動

中央ヒマラヤに産出する正片麻岩を対象に，ジルコン及びそ
の包有物の多角的分析から，ヒマラヤ造山運動に先立つ古生
代初期のマグマ―流体活動の解読を目指した研究である．講
演者らは詳細な組織観察に加え，ジルコンの微量元素とウラ
ン・鉛局所年代測定を系統的に行うことで，複数回の造山運
動に起因するマグマ―流体活動履歴を読み取ることに成功し
た．ヒマラヤ地域の地史を鮮明にする研究成果であり，今後
の進展が期待される．

ジルコン，包有
物，造山運動

T2-O-14

9月18日（月・祝）
16:30-16:45
口頭第1会場（4共11：
吉田南4号館）

横井雅範
ほか1名

三波川変成帯・和歌山
県紀の川市藤崎に産す
る緑簾石レンズ中に記
録された昇温期から変
成ピークにかけての含
ホウ素流体活動

電気石は流体に溶けやすいホウ素を多く含み，沈み込み帯に
おける流体活動を制約するための有用な地化学トレーサーで
ある．講演者は，電気石を含む苦鉄質片岩の観察から，変形
微細構造と含ホウ素流体の流入がカップリングしていること
を見出した．講演では，沈み込み帯における流体活動ダイナ
ミクスについての活発な議論が期待される．

ホウ素，流体，
沈み込み帯

T2-P-15

9月18日（月・祝）
13:30-15:00
ポスター会場（吉田南
総合館北棟1-2階）

西　玄偉
ほか2名

ざくろ石の包有物岩石
学から読み解くスロベ
ニア・ポホリェ山地の
プログレード変成履歴

スロベニア・ポホリェ山地では超高圧変成岩が産出し，その
ピーク変成条件の復元に焦点が当てられてきたが，詳細な変
成進化過程は不鮮明であった．講演者らは，当地域の藍晶石
エクロジャイトのざくろ石から，ラマン分光学及び熱力学的
アプローチに基づく包有物岩石学的解析を駆使してプログ
レード変成履歴の解読に成功した．ポホリェ山地における，
地殻物質が超高圧条件に至る一連の変成過程の解明に貢献す
ることが期待される．

超高圧変成岩，
プログレード変
成履歴，包有物

●T3．大地と人間活動を楽しみながら学ぶジオパーク
T3-O-4

9月17日（日）
10:45-11:00
口頭第7会場（共北38：
吉田南総合館北棟）

金子一夫
ほか10名

大学，民間企業，自治
体，ジオパークの連携
によって再出現した巨
大スランプ露頭

ジオパークにおいて“地質遺産”の保全は最重要課題だが，地
権者の理解や維持・管理の持続的な手法確立，一般市民への
普及教育など課題は多い．立山黒部ジオパークでは，新たに
見出されたスランプ構造がみられる大露頭を大学，民間企
業，自治体，ジオパークの連携によって調査・整備し，一般
公開を開始した．その経緯と成果，課題を議論する．

ジオパーク，地
質遺産，保全
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●T4．中生代日本と極東アジアの古地理・テクトニクス的リンク
T4-O-4（招待講演）

9月17日（日）
10:45-11:15
口頭第2会場（4共21：
吉田南4号館）

ルグラン 
ジュリアン

花粉化石からみた日本
の古生代～中生代の植
生変遷と古環境

日本列島形成史の復元には，古生代・中生代地層の研究が不
可欠だが，一般に海棲動物化石を欠く場合，堆積年代決定は
難しい．一方，泥岩中の胞子・花粉化石の分析が実際には極
めて有効だが，これまで研究例は極めて少なかった．気鋭の
古植物学者であるルグラン博士は，いまや花粉研究における
「牧野富太郎」のような存在である．彼がこれまでに日本各
地から解明した成果の最新のまとめを聞く機会を逃してはな
らない．

古 生 代 、 中 生
代、花粉化石、
花粉層序、古環
境

●T5．テクトニクス
T5-O-1（招待講演）

9月19日（火）
10:15-10:45
口頭第1会場（4共11：
吉田南4号館）

星　博幸 伊豆衝突帯周辺の中新
世地殻変形

本講演では，伊豆衝突帯周辺から最近得られた年代測定結果
や古地磁気測定結果の概要も交えて，伊豆衝突帯周辺の地殻
変形とテクトニック・モデルについて議論する．

伊豆衝突帯、中新
世、地殻変形、古
地磁気、地殻回
転、伊豆-小笠原
弧、不整合、関東
対曲構造

●T6．堆積地質学の最新研究
T6-O-10（招待講演）

9月18日（月・祝）
11:30-12:00
口頭第2会場（4共21：
吉田南4号館）

奥村知世，
公文富士夫

宝石サンゴの持続的利
用に向けた地球科学的
研究

宝石サンゴは，桃太郎が鬼ヶ島から持ち帰る宝物の中に必ず
と言ってよいほど描かれているように，昔から珍重されてき
た．しかしながら近年，その資源量低下が懸念されている．
本研究は，足摺岬沖の宝石サンゴの多くが死後に集積した化
石資源であることを明らかにした．これは資源の持続的利用
を考えるうえで重要な成果である．

宝石サンゴ，足
摺岬沖，化石資
源

T6-O-25

9月19日（火）
10:30-10:45
口頭第2会場（4共21：
吉田南4号館）

篠崎鉄哉
ほか4名

環境DNAで見る現世と
過去の巨大津波の痕跡

これまで津波堆積物は，“泥質な地層中に挟まれる砂質のイベ
ント層”として認識されることが多かった．2011年の津波以
降，より正確な浸水範囲の推定のために地層中から“泥質のイ
ベント層”も識別する試みが数多く行われているが，本講演で
は環境DNA分析に焦点を当てて現世と過去の津波堆積物の識
別に挑んでいる．

津波堆積物，環
境DNA，

T6-O-29（招待講演）

9月19日（火）
11:30-12:00
口頭第2会場（4共21：
吉田南4号館）

齋藤　有 半遠洋性泥質堆積物の
供給源が示唆する黒潮
の砕屑物長距離輸送

日本列島の太平洋側を連綿と流れる黒潮はいつからどれだけ
の堆積物を運んでいるのであろうか．そのヒントが本講演か
ら得られるかもしれない．本講演では，Sr-Nd-Pb同位体比を
用いて海洋底で掘削されたコア試料を分析することで，その
堆積物の供給源を解明することを試み，さらに時間軸を入れ
ることにより，その後背地のテクトニクスや古気候に関する
情報を抽出する可能性を探求している．

黒潮，Sr-Nd-Pb
同位体比，後背
地解析

T6-P-5

9月18日（月・祝）
13:30-15:00
ポスター会場（吉田南
総合館北棟1-2階）

佐藤瑠晟，
成瀬　元

露頭の3次元点群データ
に対するResUNetを用
いた岩相自動判定

本講演は，ドローン等で撮影された画像をフォトグラメトリ
と機械学習により，露頭の岩相を機械的に判定させることを
試みている．これにより，現地調査の効率化を図れるだけで
はなく，直接行くことが困難な露頭の調査もできるようにな
る可能性を秘めている．地質学者は従来，自身の足で現地に
行き，自身の目で露頭を観察することを重視する傾向が強い
が，技術革新により色々な調査手法が行われる時代になるの
かもしれない．

機械学習，フォ
トグラメトリ，
岩相

●T8．フィールドデータにおける応力逆解析総決算
T8-O-4（招待講演）

9月17日（日）
09:45-10:15
口頭第5会場（共北27：
吉田南総合館北棟）

内出崇彦 微小地震の震源メカニ
ズム解に基づく日本列
島 内 陸 部 の ス ト レ ス
マップ

AIを活用した地震波形ビッグデータ処理を用いた微小地震の
解析から，日本列島内陸部にかかる現在の応力の向きを「ス
トレスマップ」として2022年に公表されました．さぁ，内出
さんの紹介するストレスマップで日本の地殻変動の今を大い
に議論しよう！

地震，メカニズ
ム解，AI

T8-O-9（招待講演）

9月17日（日）
11:30-12:00
口頭第5会場（共北27：
吉田南総合館北棟）

山路　敦 応力解析史 多重逆解法（Multiple inverse method）の開発者であり，理
論テクトニクス入門（朝倉書店）でお馴染みの山路さんから
応力逆解析手法の歴史を振り返っていただきます．応力逆解
析の「いろは」から今後の将来展望まで一挙に触れることが
できるビッグチャンス，これを機会に応力逆解析の世界へど
うぞ！ 

多重逆解法，島
弧，テクトニク
ス

●T9．マグマソースからマグマ供給システムまで
T9-O-1（招待講演）

9月19日（火）
09:00-09:15
口頭第5会場（共北27：
吉田南総合館北棟）

村岡やよい,
宮崎一博

北部九州白亜紀花崗岩
類の岩体区分―特に糸
島花崗閃緑岩について
の提言

北部九州白亜紀花崗岩バソリス群の中で最大の分布面積を誇
る糸島花崗閃緑岩については, これまで単一のマグマ活動で形
成された岩体なのか議論があった. 本講演は,詳細な野外調査
により新たに見出した記載岩石学的特徴の異なる岩体の報告
など, 糸島花崗閃緑岩について岩体再区分・細分化の可能性を
提案するものであり, フィールドジオロジスト必聴の講演であ
る.

北部九州, 花崗岩
類
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●T10．文化地質学
T10-O-10（招待講演）

9月18日（月・祝）
11:30-12:00
口頭第7会場（共北38：
吉田南総合館北棟）

貴治康夫 周辺地質からみた京都
の伝統産業

貴治氏は京都周辺の庭園内の庭石や，焼き物や壁土，砥石，
茶磨などの素材としての岩石を，地質学的視点から研究され
ている．それぞれの石材の，用途からみた岩石の特徴，開発
経緯，文化的背景などについて，京都の伝統産業と周辺地質
との関わりについて考察を深めた講演である．

京都盆地，伝統
産業，天然資源

T10-O-19（招待講演）

9月19日（火）
11:15-11:45
口頭第6会場（共北37：
吉田南総合館北棟）

加藤友規 庭石にみる先達の心と
技

加藤氏は，植彌加藤造園の社長として京都市内の名庭の維持
管理を行ってきただけでなく，京都芸術大学大学院日本庭園
分野の教授として，庭園文化の研究も進められている．京都
の庭園文化，造園の歴史，植木だけでなく岩石の作庭におけ
る役割，石材選択の変化等について，地質学者とは異なった
視点からの講演である．

造園の歴史，庭
石，石材

●T11．南極研究の最前線
T11-O-2（招待講演）

9月19日（火）
09:00-09:30
口頭第4会場（共北25：
吉田南総合館北棟）

野木義史 地球物理観測から推定
される南極域の地質構
造の現状

南極大陸は約40億年前に迫る古い地殻が存在しており，地球
の変動を解明する絶好の場であるが，そのほとんどは氷に覆
われている．航空機による地球物理観測は，氷下の地質構造
等を広範囲で推測することを可能とし，地質調査で得られる
情報と組み合わせることで，大規模地質構造やテクトニクス
の解明に大きく貢献する．本発表では，南極における地球物
理と地質の連携の成果と展望について紹介していただく．

基盤地質，地球
物理観測

T11-O-4

9月19日（火）
09:45-10:00
口頭第4会場（共北25：
吉田南総合館北棟）

中野伸彦
他2名

東南極・リュツォ・ホ
ルム岩体，ベルナバネ
の原岩構成と変成年代
から推定される形成テ
クトニクス

東南極リュツォ・ホルム岩体は，約6～5億年前のゴンドワナ
超大陸形成期の変動を記録した地質体である．本発表では，
当岩体のベルナバネに，形成場・形成年代が異なる原岩から
なる変成岩類が分布し，またそれらが異なる変成年代分布を
示すことを報告している．このことはリュツォ・ホルム岩体
が複数回の変成作用を被った可能性を示唆しており，当岩体
の形成テクトニクスモデル構築に関わる重要な発見であると
考えられる．

変成作用，大陸
衝 突 ， リ ュ
ツォ・ホルム岩
体

T11-O-9

9月19日（火）
11:00-11:15
口頭第4会場（共北25：
吉田南総合館北棟）

石輪健樹
ほか5名

完新世における東南極
の氷床変動復元：地質
試料分析とGIAモデルに
よるアプローチ

気候変動に対して敏感に応答する可能性がある東南極氷床の
変動の理解には，長期のデータ解析を可能とする地質試料の
分析と，モデルシミュレーションによるアプローチが不可欠
である．本発表では，堆積物試料から復元した海水準データ
と地球変形（Glacial Isostatic Adjustment: GIA）モデルか
ら，完新世における東南極氷床変動の時空間分布の違いにつ
いて，最新の研究成果と今後の展望も含めて紹介される予定
であり，要注目である．

南極氷床，GIA
（地球変形）モ
デル，海水準変
動

T11-O-10（招待講演）

9月19日（火）
11:15-11:45
口頭第4会場（共北25：
吉田南総合館北棟）

板木拓也
ほか17名

海底地形に制約された
完新世の東南極トッテ
ン氷床変動

近年，南極氷床の急激な融解が懸念されているが，そのメカ
ニズムはよくわかっていない．本発表では，世界に先駆けて
採取したトッテン氷河沖の海底堆積物について，各種の最新
分析・解析を実施し，明らかになってきた過去の急激かつ大
規模な氷床・棚氷の後退について紹介される．とくに海底地
形が，急激な氷床・棚氷の後退の鍵を握っていた可能性があ
り，注目の発表である．

南 極 ， 氷 床 融
解，古海洋学

●T12．地球史
T12-O-10（招待講演）

9月18日（月・祝）
11:15-11:45
口頭第3会場（4共30：
吉田南4号館）

千葉謙太郎 モンゴル・ゴビ砂漠上
部白亜系における年代
層序確立：脊椎動物化
石相変遷の理解に向け
て

モンゴル・ゴビ砂漠に分布する上部白亜系は，多種多様な分
類群が産出する中で，恐竜類をはじめとする，陸上脊椎動物
の世界有数の化石産地である．千葉謙太郎氏らの研究グルー
プは，さらなる化石発掘と同時に，だれも着目していなかっ
た土壌性炭酸塩や脊椎動物の歯化石を研究対象として新手法
を用いた年代軸の設定を試みている．彼らの研究結果は，未
だ活発に議論が続く後期白亜紀を通じた陸上脊椎動物たちの
多様性の変遷と大規模な進化への理解に，今後大きな進展を
もたらすことが期待される．この画期的な研究結果について
最新の知見を含めてご講演していただく．

後期白亜紀，恐
竜，U-Pb年代測
定

T12-O-17（招待講演）

9月18日（月・祝）
16:30-17:00
口頭第3会場（4共30：
吉田南4号館）

梶田展人 房総半島周辺の鮮新−
更新統におけるアルケ
ノン古水温復元

房総半島周辺から関東平野に分布する鮮新−更新統には，有
孔虫や放散虫などの微化石だけでなく，保存の良い有機分子
化石が含まれている．梶田展人氏は，古気候・古海洋環境を
復元するため最も有用な手法の一つであるアルケノンに基づ
く古水温復元を，房総半島に分布する堆積岩に初めて適用
し，過去の黒潮変動や地球規模の気候変動の解明に大きく貢
献する研究成果を挙げている．本講演では，更新世の温暖期
におけるアルケノン古水温の変動と鮮新世の古環境復元を含
めた今後の研究展望についてご紹介いただく．

アルケノン，古
水温，鮮新−更
新統
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●T13．沈み込み帯・陸上付加体
T13-O-6（招待講演）

9月18日（月・祝）
10:30-11:00
口頭第4会場（共北25：
吉田南総合館北棟）

小平秀一
ほか6名

東北沖地震震源断層の
強度回復・応力蓄積過
程の解明– IODP Exp. 
405 JTRACK及び広域観
測による新たな研究プ
ロジェクト提案 –

東日本大震災の津波断層の理解を目的とする掘削が2024年９
月‐12月に国際深海科学掘削計画（IODP） Expedition 405　
JTRACK（Tracking Tsunamigenic Slips Across and Along 
the Japan Trench）として実施される．JTRACKは「プレー
ト境界断層浅部とその周辺の構成岩石や流体の物理的・化学
的特性と，その時空間変化を理解することにより，巨大断層
すべりや巨大津波を引き起こす要因を把握する」ことを大目
的としている．ちきゅうを用いた現行のIODPで実施される最
後の航海である．巨大地震発生メカニズムの理解が大きく進
展すると国際的に期待されている計画である．

2011年東北沖地
震，震源断層，
国際深海科学掘
削計画

●T14．原子力と地質科学
T14-O-2（招待講演）

9月17日（日）
09:30-09:45
口頭第3会場（4共30：
吉田南4号館）

兵藤英明
ほか12名

文献調査段階の評価の
考え方（案）（最終処
分法で定められた要件
に照らした評価及び技
術的観点からの検討）

高レベル放射性廃棄物の地層処分場の選定における最初の段
階である文献調査のうち，最終処分法に定められた要件に照
らした評価及び技術的観点からの検討の考え方について，報
告・議論を行う．高レベル放射性廃棄物の処分は社会的に重
要な課題であり，地質科学が多いに貢献すべき分野である．

高レベル放射性
廃棄物，地層処
分，文献調査

●T15．地域地質・層序学：現在と展望
T15-P-28

9月19日（火）
13:30-15:00
ポスター会場（吉田南
総合館北棟1-2階）

水戸悠河
ほか 4 名

宮城県荒砥沢地域の地
質

本地域は2008年岩手・宮城内陸地震による大規模地すべりで
知られる地域であり，中新世から第四紀の多様な火山岩が分
布している．火山岩が複雑に分布する地域の層序を構築する
ことはたいへんにむつかしいが，本邦の脊梁域には広く分布
しており，防災や開発の上での地質情報は必要である．本発
表では岩相観察に加えて年代分析や燐灰石の微量元素組成分
析から確度の高い層序を構築するものである．

アパタイト微量
分析，小野松沢
層，北川凝灰岩

T15-P-8

9月19日（火）
13:30-15:00
ポスター会場（吉田南
総合館北棟1-2階）

高山　隼，
高木秀雄

関東山地で見られる御
荷鉾緑色岩および上位
の珪質岩（柏木ユニッ
ト）への漸移的変化

御荷鉾帯は三波川帯と秩父帯の間に断続的に発達する地質体
で緑色岩を主体とする．今回の発表は，関東山地における御
荷鉾ユニットの海台起源の緑色岩と，その上位に接する柏木
ユニットのチャートや酸性凝灰岩に注目し，両者が初生的に
断層関係ではなく漸移関係の露頭があることを摘示し，両ユ
ニットの初生的な関係を復元するものである．

御荷鉾帯，柏木
ユニット，珪質
岩

T15-P-16

9月19日（火）
13:30-15:00
ポスター会場（吉田南
総合館北棟1-2階）

千葉　明
ほか6名

東北日本，男鹿半島北
西海岸赤島―ごんご崎
における火山岩類のジ
ルコン U-Pb年代

本邦新生代の一大イベントである日本海形成の直前の地史は
曖昧なところが多い．これは主に当時の地層が限られている
ことに起因しており，その限られた地層が分布している男鹿
半島は重要な証拠源といえる．本発表は新しい年代測定を報
告し，この“直前の地史”に制約を与えるものである．

日本海拡大，上
部 始 新 統 門 前
層，男鹿半島

T15-P-18

9月19日（火）
13:30-15:00
ポスター会場（吉田南
総合館北棟1-2階）

金澤安蓮，
吉田孝紀

北海道中央北部添牛内
地域の砕屑性蛇紋岩

北海道中軸部の中新統から点々と蛇紋岩が礫岩あるいはブ
ロックとして産する．これらは蛇紋岩が地表に露出したこと
を示唆するが，詳しい研究は乏しかった．今回の発表では明
確には産出が知られてなかった北海道北部の蛇紋岩礫岩を記
載し，堆積相などの観察・分析によって堆積機構や蛇紋岩が
当時どのように露出していたかを復元し，当時のテクトニク
スについて考察するものである．

北海道中軸部，
砕屑性蛇紋岩，
築別層

●T16．都市地質学：自然と社会の融合領域
T16-O-12（招待講演）

9月18日（月・祝）
15:00-15:30
口頭第5会場（共北27：
吉田南総合館北棟）

竹村惠二 都 市 と 地 質 学 の 関 わ
り：開発・環境・災害
＜人類が集中して住む
領域の大地の科学＞

都市発達は河川河口域の平野部や盆地であることが多い．こ
れは，インフラ整備や都市の拡張が容易である広い平坦な地
域は利便性が高いためであるが，一方で都市域にみられる特
徴的な災害（内水氾濫や液状化，地盤沈下など）の発生もあ
り課題が多い．これらの課題に対しては，関連学問の融合が
必要であり，地質学と工学（土木工学，地盤工学，地震工
学，間接工学など）の相互理解によって都市の諸問題は解決
される．発表では，都市地質学の課題と今後の課題について
述べられる．

都市地質学，イ
ンフラ整備，沖
積平野

T16-O-14

9月18日（月・祝）
15:45-16:00
口頭第5会場（共北27：
吉田南総合館北棟）

田村嘉之 産業廃棄物最終処分場
等の立地条件としての
地質環境について−社
会インフラから見た条
件−

人間の生活の中で必要な施設の1つである産業廃棄物最終処分
場は，急傾斜地崩壊危険区域，砂防指定地，地すべり防止区
域などを含まないなどの制約がある一方で，施設によって影
響を受ける可能性が高い地下水などの水環境については十分
に考慮されているとは言い難い．特に自然災害（台風，豪
雨，地震など）の際にも安心して運用できることは重要事項
であるが，現時点では問題点も多い．発表では，このような
施設についての個々の地質環境や問題点を抽出する．まさに
都市部で発生する地質問題ついて発表される．

地質環境，産業
廃棄物処分場，
社会インフラ，
地質災害
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●Gジェネラルセッション
G4-O-3

9月18日（月・祝）
15:30-15:45
口頭第4会場（共北25：
吉田南総合館北棟）

川村教一 明治時代におけるbasalt
の和名定着の過程

basaltと呼ばれていた岩石に玄武岩の和名をあてたのは，小
藤文次郎で，明治17年8月発行の『金石学　一名鉱物学』（小
藤，1884）が初出である．ただしこの本に命名理由は記され
ていない．玄武洞との関係および玄武岩の名前の定着につい
て調査結果を報告する．

玄武岩，小藤文
次郎，玄武洞


